
発　行 

岐阜大学総務部総務課広報室 
〒501-1193　岐阜市柳戸1番1 
TEL 058－230－1111（代表）　058－293－2009　FAX 058－293－2021 
http://www.gifu-u.ac.jp/

編集後記 

岐大のいぶき編集委員会 

委員長　　川上紳一（教育学部） 
委　員　　近藤眞庸（地域科学部） 
　　　　　箕浦秀樹（工学部） 
　　　　　武脇　義（連合獣医学研究科） 

発　行　日：平成14年4月 
発　　　行：岐阜大学 
　　　　　　岐阜市柳戸１番1 
　　　　　　1058-230-1111（代表） 
ホームページ：www.gifu-u.ac.jp/

2002/APRIL

No.3

IDAI NO IBUKI GIDAI NO IBUKI GIDAI NO IBUKI GIDAI NO IBUKI GIDAI NO IBUKI GIDAI NO IBUKI GIDAI NO IBUKI GIDAI NO

Published by GIFU UNIVERSITY

岐阜大学 岐阜大学 

平成14年度岐阜大学公開講座  
岐阜大学で平成14年度に予定されている公開講座について紹介します。 
今年度も、一般の方・高校生等幅広い対象で開講しますので、お気軽にご参加ください。 
お問い合わせは担当部局へお願いします。 

表　　　　　紙：「風笛」と環水平アーク　「風笛」…岐阜大学の統合を記念して建てられたモニュメントで、柳戸キャンパスの中央広場にあります。 
 　　　　　　　　　　　　　  　　　　 環水平アーク…大気中に規則正しく浮かんだ氷の六角結晶がつくるめずらしい虹(2001.5.25 13:20) 
広報誌名の由来：「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹山と活動をもよおす気分・生気・活気を意味する息吹をかけており、岐阜大学の「いぶき」を感じてほしいという願いが込められています。 
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　大学での研究と教育は、時代を先取りする精神に満ちている。
そんな大学のキャンパスにかかる虹を偶然見つけるとうれしく
なる。美しい虹を眺めていると、それが未来へのそして社会への

かけはしを象徴しているようで、元気づけられるような気がして
くるからだ。今回は、キャンパスにかかる七色の虹をモチーフに、
学問への愛着をエッセーにしていただいた。（川上） 
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岐阜大学副学長（企画担当） 

後藤 宗弘 

地域と大学 地域と大学 

　歌詞がないと曲が覚えにくいという人がい

るらしい。最初、そのことを聞いて理解ができ

なかったが、人が物事を理解し覚えるには、

得手不得手があるようである。歌を覚えるとき

は伴奏も全部覚えるわけで、頭で鳴り響いて

いる伴奏に合わせて、時には覚えたときの歌

手のまねをしながら歌えばいい。私は歌をア

ナログ的にそのままの形で覚えているようである。

一方、言葉で説明しないと相手がわかってく

れないと思う人もいる。その方が正確ではある。

しかし、そのような人は概しておしゃべりである。

私の妻もその一人である。私は道順を説明す

ることは下手である。道路の様子はわかって

いるが、うまく言葉で説明することが苦手である。

妻はうまく道順を説明するが、自分でそこに到

達することは下手である。小説を読んで一字

一句正確に諳んじることができる人がいる。

文筆家といわれる人はそうかもしれない。そ

のような人は言葉の形で覚えるデジタル人間

であろう。私にはその技能がない。むしろ教科

書のページをそのまま全部覚えてしまう方が

得意である。私の子供のころ田舎では、何か

を覚えるには、ラジオを聴くか書物を読む以外

の方法はなかった。いまもその癖が変わらな

いようである。現在のように情報過多の時代では、

見て覚える、聴いて覚える機会が増えている。

人は一応の知識を身に付けなければ人間に

なれない。その知識の身に付け方はそれぞれ

個人差がある。読んで覚えるのが得意な人は

多いかもしれない。しかし、学生諸君、講義は

テレビ番組やゲームほど面白いものではないが、

人が話すのを直接見て聴いて、知識を身に付

ける手段としては優れたものです。皆さん、講

義をまじめに聞きましょう。きっと得るものが多

いですよ。いまさらいうことではないでしょうが。 

臨床獣医学と社会をつなぐ農学部附属家畜病院 

　
農
学
部
に
は
、
臨
床
獣
医
学
の
教

育
・
研
究
を
目
的
と
し
て
動
物
を
診

療
す
る
た
め
の
家
畜
病
院
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
外
来
患
者

を
通
し
て
獣
医
学
が
地
域
社
会
へ
直

接
還
元
さ
れ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
家
畜
病
院
長
の
工
藤
忠
明
教

授
に
家
畜
病
院
の
活
動
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

　
家
畜
病
院
に
は
、
ど
の
よ
う
な
動

物
が
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
。 

工
藤
‥
診
療
対
象
は
家
畜
（
馬
、
牛

等
）
と
伴
侶
動
物
（
犬
、
ネ
コ
な
ど
）

で
す
。
昨
今
は
犬
、
ネ
コ
を
中
心
に

一
日
平
均
二
十
〜
三
十
件
来
院
し
ま

す
。
晴
天
の
忙
し
い
時
に
は
四
十
〜

五
十
件
を
越
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

診
療
科
と
し
て
は
内
科
、
外
科
、
臨

床
繁
殖
科
（
人
医
で
の
産
科
に
相
当
）

の
三
科
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。 

　
直
接
診
療
に
携
わ
っ
て
い
る
教
官

は
病
院
専
任
教
授
一
名
と
内
科
、
外

科
、
臨
床
繁
殖
科
教
室
に
所
属
し
て

い
る
教
授
と
助
教
授
の
計
七
名
で
す
。

そ
の
他
、
研
究
生
と
大
学
院
生
が
お

り
ま
す
。
家
畜
病
院
の
本
来
の
目
的

は
、
学
生
に
臨
床
教
育
を
体
験
さ
せ

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
の
で
、
診
察
台

の
周
り
で
多
数
の
学
生
が
病
気
の
動

物
を
注
視
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
飼
い

主
さ
ん
は
非
常
に
協
力
的
で
、

好
い
獣
医
師
に
育
っ
て
く
れ

と
、
学
生
を
励
ま
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。 

 

　
大
学
附
属
の
家
畜
病
院
と

し
て
の
特
色
に
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。 

工
藤
‥
中
部
地
域
に
は
岐
阜

大
学
以
外
に
獣
医
学
科
が
な

い
た
め
、
開
業
獣
医
師
の
紹

介
に
よ
る
患
者
が
多
く
、
多

い
科
で
は
五
割
程
度
が
紹
介

患
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
般
開
業
獣
医

師
で
は
扱
え
な
い
病
気
に
対

処
す
る
た
め
の
診
療
設
備
と

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

人
間
の
病
院
と
同
様
に
M
R
I
や
ヘ

リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に
代
表
さ
れ

る
大
型
設
備
の
充
実
は
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

　
利
用
者
と
し
て
の
一
般
市
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

工
藤
‥
学
生
に
多
く
の
症
例
を
見
せ
、

教
育
す
る
こ
と
が
目
的
の
病
院
で
す

の
で
、
将
来
の
獣
医
師
を
育
て
る
つ

も
り
で
、
検
査
等
の
待
合
い
時
間
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                     

          

 

聞
き
手
　
川
上
紳
一
（
編
集
委
員
長
） 

家畜病院の診療時間 
月曜日から金曜日まで 
午前9時から午後4時まで（午後は往診） 

受付時間：午前9時から11時30分まで 

電話058・293・2962 
場所は、キャンパスマップ（14P）を 
ご覧ください。 
 

岐大のいぶき　23　岐大のいぶき

▲レントゲンを見ながら病状の説明をする工藤家畜病院長（右） 
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て
お
り
ま
す
。 

　
直
接
診
療
に
携
わ
っ
て
い
る
教
官

は
病
院
専
任
教
授
一
名
と
内
科
、
外

科
、
臨
床
繁
殖
科
教
室
に
所
属
し
て

い
る
教
授
と
助
教
授
の
計
七
名
で
す
。

そ
の
他
、
研
究
生
と
大
学
院
生
が
お

り
ま
す
。
家
畜
病
院
の
本
来
の
目
的

は
、
学
生
に
臨
床
教
育
を
体
験
さ
せ

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
の
で
、
診
察
台

の
周
り
で
多
数
の
学
生
が
病
気
の
動

物
を
注
視
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
飼
い

主
さ
ん
は
非
常
に
協
力
的
で
、

好
い
獣
医
師
に
育
っ
て
く
れ

と
、
学
生
を
励
ま
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。 

 
　
大
学
附
属
の
家
畜
病
院
と

し
て
の
特
色
に
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。 

工
藤
‥
中
部
地
域
に
は
岐
阜

大
学
以
外
に
獣
医
学
科
が
な

い
た
め
、
開
業
獣
医
師
の
紹

介
に
よ
る
患
者
が
多
く
、
多

い
科
で
は
五
割
程
度
が
紹
介

患
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
般
開
業
獣
医

師
で
は
扱
え
な
い
病
気
に
対

処
す
る
た
め
の
診
療
設
備
と

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

人
間
の
病
院
と
同
様
に
M
R
I
や
ヘ

リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に
代
表
さ
れ

る
大
型
設
備
の
充
実
は
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

　
利
用
者
と
し
て
の
一
般
市
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

工
藤
‥
学
生
に
多
く
の
症
例
を
見
せ
、

教
育
す
る
こ
と
が
目
的
の
病
院
で
す

の
で
、
将
来
の
獣
医
師
を
育
て
る
つ

も
り
で
、
検
査
等
の
待
合
い
時
間
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                     

          

 

聞
き
手
　
川
上
紳
一
（
編
集
委
員
長
） 

家畜病院の診療時間 
月曜日から金曜日まで 
午前9時から午後4時まで（午後は往診） 

受付時間：午前9時から11時30分まで 

電話058・293・2962 
場所は、キャンパスマップ（14P）を 
ご覧ください。 
 

岐大のいぶき　23　岐大のいぶき

▲レントゲンを見ながら病状の説明をする工藤家畜病院長（右） 



ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
通
し
て
観
る
超
高
圧
の
世
界 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
、固
体
ア
ル
ゴ
ン
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工
学
部
　
清
水
宏
晏
、佐
々
木
重
雄
、久
米
徹
二 

研
究
室
と
活
動
し
て
い
る
分
野 

　
工
学
部
機
能
材
料
工
学
科
と
大
学

院
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専
攻

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
教
授
清
水
宏

晏
、
助
教
授
佐
々
木
重
雄
、
助
手
久

米
徹
二
の
三
人
が
、
写
真
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
大
学
院
生
と
学
部
卒
研
生

の
指
導
に
あ
た
り
、
ま
た
若
い
彼
ら

の
研
究
へ
の
積
極
的
な
参
画
に
よ
り

研
究
室
の
（
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
）

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
て
い

ま
す
。 

　
主
と
し
て
研
究
発
表
を
行
っ
て
い

る
学
会
は
、
日
本
物
理
学
会
と
日
本

高
圧
力
学
会
で
あ
り
、
研
究
論
文
は

ア
メ
リ
カ
物
理
学
会
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
・

レ
ビ
ュ
ー
誌
を
中
心
に
発
表
し
て
い

ま
す
。 

何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
研
究

な
の
か 

　
物
（
物
質
）
の
存
在
を
ミ
ク
ロ
に

観
察
・
調
査
（
実
験
）
・
考
察
す
る

と
物
理
学
、
化
学
、
地
球
科
学
な
ど

の
「
基
礎
科
学
」
に
到
達
・
貢
献
し
、

こ
れ
ら
の
成
果
を
利
用
し
て
新
機
能

の
材
料
を
つ
く
る
と
「
工
学
」
に
な

り
ま
す
。
私
達
の
研
究
は
基
礎
科
学

と
工
学
の
両
方
に
寄
与
す
べ
く
、
高

圧
力
を
武
器
に
し
て
単
純
な
分
子
性

物
質
（
例
え
ば
水
素
、
水
、
メ
タ
ン
、

二
酸
化
炭
素
、
ア
ル
ゴ
ン
等
）
の
分

子
振
動
、
結
晶
構
造
、
音
速
、
硬
さ
、

結
合
力
、
構
造
安
定
性
な
ど
が
、
超

高
圧
力
と
い
う
極
限
状
態
下
で
ど
の

よ
う
に
な
る
か
を
、
レ
ー
ザ
ー
ス
ペ

ク
ト
ロ
ス
コ
ピ
ー
や
可
視
光
分
光
を

通
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。 

 

超
高
圧
の
世
界 

　
図
１
は
自
然
界
に
お
い
て
観
測
さ

れ
る
超
高
圧
力
下
の
現
象
を
対
数
ス
ケ

ー
ル
で
示
し
た
も
の
で
す
。
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
で
注
目
さ
れ
る
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
は
、
数
十
気
圧
か
ら
数
千

気
圧
の
領
域
に
存
在
し
ま
す
。
水
は
室

温
約
一
万
気
圧
で
暖
か
い
高
圧
氷
に
な

り
、
ま
た
、
炭
素
を
材
料
に
し
た
合
成

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
約
五
万
気
圧
で
生
成

し
ま
す
。
そ
し
て
、
本
稿
で
説
明
す
る

固
体
ア
ル
ゴ
ン
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に

約
四
十
万
気
圧
で
、
鉄
と
同
じ
硬
さ
に

な
り
ま
す
。 

 

図1　超高圧力下で見られる多彩な現象 

図2　超高圧力発生用ダイヤモンド・アンビル・セル 

写真　研究室の集合写真：高圧力の科学と技術、11、 242 （2001） より 

ど
の
よ
う
に
超
高
圧
を
発
生
さ
せ
る
か
 

　
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ア
ン
ビ
ル
・
セ
ル
）
 

　
圧
力
の
大
き
さ
は
、
単
位
面
積
あ

た
り
に
働
く
力
（
力
／
単
位
面
積
）

で
定
義
さ
れ
る
た
め
、
小
さ
い
面
積

に
大
き
な
力
が
働
け
ば
、
巨
大
な
圧

力
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
女
性
の

ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
足
を
踏
ま
れ
る
と
悲

鳴
が
出
ま
す
。
図
２
は
手
の
上
に
の

り
、
超
高
圧
力
の
発
生
を
可
能
に
す

る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ア
ン
ビ
ル
・
セ

ル
（
D
A
C
）
と
呼
ば
れ
る
装
置
。

対
向
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
先
端
部

分
は
直
径
約
〇.
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と

小
さ
く
、
上
下
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

ネ
ジ
で
お
さ
え
つ
け
る
こ
と
に
よ
り

百
万
気
圧
の
超
高
圧
力
が
発
生
で
き

ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
硬
い
こ
と

と
可
視
光
線
に
対
し
て
透
明
で
あ
る

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
超
高

圧
下
の
物
質
の
状
態
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
通
し
て
人
間
の
目
で
観
察
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。
 

 超
高
圧
レ
ー
ザ
ー
ス
ペ
ク
ト
ロ
ス

コ
ピ
ー
 

　
図
２
の
試
料
室
部
分
を
顕
微
鏡
で

観
察
し
つ
つ
、
こ
れ
に
レ
ー
ザ
ー
光

線
を
照
射
し
散
乱
出
射
さ
れ
る
光
を

分
光
す
る
こ
と
に
よ
り
、
超
高
圧
力

下
に
あ
る
試
料
中
の
分
子
振
動
や
伝

搬
す
る
音
波
の
速
さ
（
音
速
）
が
決

定
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
圧
縮
さ

れ
た
物
質
の
結
晶
構
造
、
そ
の
構
造

安
定
性
、
結
合
力
、
硬
さ
、
相
転
移

な
ど
が
評
価
で
き
、
物
質
の
基
礎
的

性
質
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
（
M
H
）
 

　
海
底
の
「
燃
え
る
氷
」
と
し
て
、

新
聞
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
（
M
H
）
は
、
天

然
ガ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
メ
タ
ン
が

低
温
高
圧
力
下
で
水
と
結
合
し
た
シ

ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の
物
質
で
す
。
図
３

の
よ
う
に
水
分
子
が
水
素
結
合
し
て

包
接
カ
ゴ
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
メ

タ
ン
分
子
が
と
じ
込
め
ら
れ
た
状
態

で
あ
り
、
東
海
・
四
国
沖
の
南
海
ト

ラ
フ
の
海
底
数
百
メ
ー
ト
ル
以
下

の
地
層
に
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
 

　
私
達
の
研
究
室
で
は
、
前
述
の

D
A
C
高
圧
装
置
を
用
い
て
実
験

室
で
M
H
を
生
成
し
、
そ
の
基
礎

的
な
物
性
測
定
の
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
図
３
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
D
A
C
高
圧
セ
ル
中
に
M
H

の
単
結
晶
を
作
製
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
圧
力
を
増
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
結
晶
構
造
が
変
化
す
る
構

造
相
転
移
を
目
視
す
る
こ
と
に
世

界
で
初
め
て
成
功
。
こ
の
成
果
は

将
来
の
M
H
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

採
掘
や
利
用
に
重
要
な
寄
与
を
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

 固
体
ア
ル
ゴ
ン
 

　
ア
ル
ゴ
ン
は
空
気
中
に
一
％
存

在
し
、
窒
素
、
酸
素
に
次
い
で
三

番
目
の
成
分
で
あ
り
、
原
子
殻
が

十
八
個
の
電
子
で
一
杯
に
な
り
同

じ
原
子
や
他
の
原
子
と
全
く
反
応
し

な
い
た
め
（
不
活
性
ガ
ス
）
、
物
質

の
性
質
を
考
え
る
時
の
標
準
モ
デ
ル

物
質
と
し
て
数
多
く
の
研
究
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
超
高
圧
レ
ー
ザ
ー
ス

ペ
ク
ト
ロ
ス
コ
ピ
ー
の
手
法
を
用
い

て
、
高
圧
下
で
固
体
に
な
っ
た
ア
ル

ゴ
ン
の
七
十
万
気
圧
ま
で
の
物
性
を

測
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
破
る

世
界
で
初
め
て
の
結
果
を
得
ま
し
た
。
 

 

図3　深海底の「燃える氷」メタンハイドレート単結晶の顕微鏡写真とそのミクロな包接カゴ結晶構造 
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発
生
を
可
能
に
す

る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ア
ン
ビ
ル
・
セ

ル
（
D
A
C
）
と
呼
ば
れ
る
装
置
。

対
向
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
先
端
部

分
は
直
径
約
〇.
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と

小
さ
く
、
上
下
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

ネ
ジ
で
お
さ
え
つ
け
る
こ
と
に
よ
り

百
万
気
圧
の
超
高
圧
力
が
発
生
で
き

ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
硬
い
こ
と

と
可
視
光
線
に
対
し
て
透
明
で
あ
る

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
超
高

圧
下
の
物
質
の
状
態
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
通
し
て
人
間
の
目
で
観
察
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。
 

 超
高
圧
レ
ー
ザ
ー
ス
ペ
ク
ト
ロ
ス

コ
ピ
ー
 

　
図
２
の
試
料
室
部
分
を
顕
微
鏡
で

観
察
し
つ
つ
、
こ
れ
に
レ
ー
ザ
ー
光

線
を
照
射
し
散
乱
出
射
さ
れ
る
光
を

分
光
す
る
こ
と
に
よ
り
、
超
高
圧
力

下
に
あ
る
試
料
中
の
分
子
振
動
や
伝

搬
す
る
音
波
の
速
さ
（
音
速
）
が
決

定
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
圧
縮
さ

れ
た
物
質
の
結
晶
構
造
、
そ
の
構
造

安
定
性
、
結
合
力
、
硬
さ
、
相
転
移

な
ど
が
評
価
で
き
、
物
質
の
基
礎
的

性
質
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
（
M
H
）
 

　
海
底
の
「
燃
え
る
氷
」
と
し
て
、

新
聞
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
（
M
H
）
は
、
天

然
ガ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
メ
タ
ン
が

低
温
高
圧
力
下
で
水
と
結
合
し
た
シ

ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の
物
質
で
す
。
図
３

の
よ
う
に
水
分
子
が
水
素
結
合
し
て

包
接
カ
ゴ
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
メ

タ
ン
分
子
が
と
じ
込
め
ら
れ
た
状
態

で
あ
り
、
東
海
・
四
国
沖
の
南
海
ト

ラ
フ
の
海
底
数
百
メ
ー
ト
ル
以
下

の
地
層
に
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
 

　
私
達
の
研
究
室
で
は
、
前
述
の

D
A
C
高
圧
装
置
を
用
い
て
実
験

室
で
M
H
を
生
成
し
、
そ
の
基
礎

的
な
物
性
測
定
の
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
図
３
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
D
A
C
高
圧
セ
ル
中
に
M
H

の
単
結
晶
を
作
製
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
圧
力
を
増
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
結
晶
構
造
が
変
化
す
る
構

造
相
転
移
を
目
視
す
る
こ
と
に
世

界
で
初
め
て
成
功
。
こ
の
成
果
は

将
来
の
M
H
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

採
掘
や
利
用
に
重
要
な
寄
与
を
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

 固
体
ア
ル
ゴ
ン
 

　
ア
ル
ゴ
ン
は
空
気
中
に
一
％
存

在
し
、
窒
素
、
酸
素
に
次
い
で
三

番
目
の
成
分
で
あ
り
、
原
子
殻
が

十
八
個
の
電
子
で
一
杯
に
な
り
同

じ
原
子
や
他
の
原
子
と
全
く
反
応
し

な
い
た
め
（
不
活
性
ガ
ス
）
、
物
質

の
性
質
を
考
え
る
時
の
標
準
モ
デ
ル

物
質
と
し
て
数
多
く
の
研
究
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
超
高
圧
レ
ー
ザ
ー
ス

ペ
ク
ト
ロ
ス
コ
ピ
ー
の
手
法
を
用
い

て
、
高
圧
下
で
固
体
に
な
っ
た
ア
ル

ゴ
ン
の
七
十
万
気
圧
ま
で
の
物
性
を

測
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
破
る

世
界
で
初
め
て
の
結
果
を
得
ま
し
た
。
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イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
構
想 

　
　
　
　
　
〜
最
先
端
の
電
子
カ
ル
テ
技
術
を
駆
使
し
た
新
し
い
医
療
実
践
の
場
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

医
療
情
報
部
　
紀
ノ
定 

保
臣 

　 I
T
で
変
わ
る
医
療
現
場
 

 
 
　
附
属
病
院
の
移
転
を
契
機
に
 

　
日
本
政
府
はe-Japan

構
想
を
打
ち

出
し
、
今
後
二
〜
三
年
以
内
に
I
T

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
高

度
情
報
通
信
社
会
基
盤
を
構
築
す
る

と
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
住

民
一
人
一
人
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ッ

プ
の
組
み
込
ま
れ
た
I
C
カ
ー
ド
を

保
持
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
各
種
の

行
政
手
続
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
様
々
な
情
報
を
容
易
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
構
築

し
ま
す
。 

　
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
平

成
十
六
年
七
月
に
柳
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

に
隣
接
す
る
広
大
な
敷
地
に
新
し
い

病
院
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
新
病
院

の
開
院
ま
で
あ
と
二
年
、
今
は
そ
の

準
備
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
新
病
院
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は 

”
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ

ル
“
と
”電
子
カ
ル
テ
“
。
来
る
べ
き

高
度
情
報
通
信
社
会
基
盤
の
上
で
、

地
域
に
貢
献
す
る
新
し
い
岐
阜
大
学

附
属
病
院
は
全
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
フ
ィ
ル
ム

レ
ス
の
次
世
代
型
電
脳
病
院
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
は
そ

の
よ
う
な
新
し
い
病
院
の
中
枢
神
経

系
の
機
能
を
担
う
技
術
で
す
。
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
電

子
カ
ル
テ
技
術
を
活
用
し
、
患
者
様

の
診
療
に
係
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
と
と
も
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
入
力
、
保
存
・
分

析
・
参
照
し
、
蓄
積
さ
れ
た
疾
患
ご

と
の
標
準
診
療
デ
ー
タ
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
患
者
様
ご
と
に
最
適
な
診

療
を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

知
的
な
病
院
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

  

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル

は
知
的
創
造
に
満
ち
た
新
し
い
医
療

実
践
の
場 

　
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
構

想
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
医
療 

（
E
B
M
）の
実
践
や
効
率
的
な
医
療
提

供
体
制
の
確
立
、
診
療
成
果
を
最
大
化

す
る
た
め
の
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
の
整
備
と
そ
の
活
用
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
電
子
カ
ル
テ
を
用

い
て
す
べ
て
の
診
療
行
為
内
容
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
内
容
を
迅
速
に
検
索
・
閲
覧
・

評
価
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
環

境
を
構
築
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
岐
阜
大

学
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ

ル
そ
の
も
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
な
る
よ
う
、
電
子
カ
ル
テ
の

標
準
化
と
そ
の
普
及
を
念
頭
に
、
構
築

す
る
シ
ス
テ
ム
は
す
べ
て
I
S
O
規
格

や
J
I
S
規
格
、
業
界
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
用
語
・
コ

ー
ド
・
表
現
法
を
採
用
し
ま
す
。 

 

②
新
病
院
で
の
診
療
体
制
に
つ
い
て 

●
　
新
病
院
で
は
医
師
が
書
く
カ

ル
テ
と
看
護
師
が
作
成
す
る
看

護
記
録
を
電
子
カ
ル
テ
と
し
て

一
本
化
し
、
外
来
と
病
棟
で
同

じ
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
利

用
、
患
者
様
の
医
療
情
報
は
す

べ
て
診
療
情
報
セ
ン
タ
ー
で
電

子
的
に
一
元
管
理
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
大
学
病
院
の
医
療
職

員
全
員
が
院
内
の
至
る
所
に
配

置
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末

か
ら
、
患
者
様
一
人
一
人
に
つ

い
て
現
在
の
病
態
や
過
去
の
病

歴
等
を
充
分
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
、
従
来
以
上
に
質
が
高

く
、
き
め
細
や
か
な
診
療
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
患
者
様
に
一

度
お
聞
き
し
た
内
容
を
繰
り
返

し
聞
く
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な

り
ま
す
。
医
療
職
員
全
員
は

I
C
カ
ー
ド
を
保
持
し
て
お
り
、

I
C
カ
ー
ド
が
無
い
と
患
者
様

の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
患
者
様
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
完
全
に
保
護
さ
れ
ま
す
。 

●
　
入
院
患
者
様
に
は
入
院
時
に

ク
リ
ニ
カ
ル
・
パ
ス
と
称
す
る

診
療
計
画
表
に
基
づ
い
て
入
院

期
間
中
の
医
療
行
為
予
定
を
作

成
・
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
内
容
は
ベ
ッ

ド
の
横
に
置
か
れ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
端
末
か
ら
い
つ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
患

者
様
ご
自
身
で
診
療
内
容
を
ご

確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
診
療

の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
患
者

様
ご
自
身
が
大
学
病
院
の
診
療

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
形
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

●
　
診
療
行
為
内
容
を
す
べ
て
実

施
単
位
で
電
子
カ
ル
テ
に
記
録
、

保
管
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
患
者
様
に
提
供
し
た
診

療
情
報
を
い
つ
で
も
再
確
認
で

き
ま
す
し
、
そ
の
内
容
が
当
初

計
画
し
た
ク
リ
ニ
カ
ル
・
パ
ス

と
異
な
る
場
合
に
は
、
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
違
い
が
出
た
の
か
が

分
析
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
患
者
様
に
提
供
す
る

診
療
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
そ
の
質
を
常
に
高
め
る
た
め

の
努
力
を
し
、
同
時
に
提
供
し

た
診
療
内
容
に
応
じ
て
患
者
様

の
病
態
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
の
か
を
症
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
蓄
積
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
は
医
学
研
究
や
医
学
教

育
に
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

岐
阜
大
学
は
テ
ュ
ト
ー
リ
ア
ル

教
育
で
国
内
で
の
医
学
教
育
セ

ン
タ
ー
校
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
長
期
間
に
わ
た
る
診
療
情

報
の
蓄
積
・
活
用
は
必
須
の
も

の
な
の
で
す
。 

●
　
従
来
は
診
療
内
容
や
検
査
結

果
等
は
す
べ
て
紙
に
記
入
、
あ

る
い
は
印
刷
さ
れ
て
い
た
た
め
、

そ
の
内
容
を
有
効
活
用
す
る
に

は
多
大
な
労
力
を
要
し
ま
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
を
活
用
し
た
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
一
瞬
の

間
に
必
要
な
情
報
を
検
索
し
、

大
量
デ
ー
タ
を
高
速
に
処
理
し

て
く
れ
る
た
め
、
そ
の
活
用
は

い
っ
き
に
膨
ら
み
ま
す
。 

 

岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
夢 

　
岐
阜
大
学
の
新
し
い
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
大
き
な

夢
が
あ
り
ま
す
。 

　
日
常
臨
床
に
用
い
ら
れ
る
す
べ
て

の
医
療
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入

力
・
保
管
し
、
「
い
つ
で
も
」
・
「
ど

こ
か
ら
で
も
」
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
岐
阜
大
学

附
属
病
院
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
の
医

療
機
関
も
い
ま
同
様
の
試
み
を
し
て

い
ま
す
。
新
病
院
の
開
院
時
に
は
そ

の
よ
う
な
電
子
カ
ル
テ
を
運
用
し
て

い
る
診
療
所
や
病
院
と
患
者
様
の
診

療
情
報
を
交
換
あ
る
い
は
共
有
（
患

者
様
の
同
意

の
下
で
）
し

な
が
ら
、
診

療
を
進
め
よ

う
と
考
え
て

い
ま
す
。
一

部
の
医
療
機

関
と
は
、
電

子
カ
ル
テ
を

利
用
し
た
連

携
を
も
う
既

に
始
め
て
い

ま
す
。 

　
電
子
カ
ル

テ
は
患
者
様

の
診
療
を
地

域
の
医
療
機

関
が
協
力
し

な
が
ら
、
一

丸
と
な
っ
て

進
め
よ
う
と

す
る
壮
大
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
キ
ー
ワ

ー
ド
で
す
。

岐
阜
大
学
医

学
部
附
属
病

院
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ

タ
ル
構
想
は
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
心
的
な
役
割
を
積
極
的
に

担
う
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
岐
阜

大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
大
き
な
夢

に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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実
践
の
場
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

医
療
情
報
部
　
紀
ノ
定 

保
臣 

　 I
T
で
変
わ
る
医
療
現
場
 

 
 
　
附
属
病
院
の
移
転
を
契
機
に
 

　
日
本
政
府
はe-Japan

構
想
を
打
ち

出
し
、
今
後
二
〜
三
年
以
内
に
I
T

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
高

度
情
報
通
信
社
会
基
盤
を
構
築
す
る

と
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
住

民
一
人
一
人
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ッ

プ
の
組
み
込
ま
れ
た
I
C
カ
ー
ド
を

保
持
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
各
種
の

行
政
手
続
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
様
々
な
情
報
を
容
易
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
構
築

し
ま
す
。 

　
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
平

成
十
六
年
七
月
に
柳
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

に
隣
接
す
る
広
大
な
敷
地
に
新
し
い

病
院
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
新
病
院

の
開
院
ま
で
あ
と
二
年
、
今
は
そ
の

準
備
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
新
病
院
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は 

”
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ

ル
“
と
”電
子
カ
ル
テ
“
。
来
る
べ
き

高
度
情
報
通
信
社
会
基
盤
の
上
で
、

地
域
に
貢
献
す
る
新
し
い
岐
阜
大
学

附
属
病
院
は
全
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
フ
ィ
ル
ム

レ
ス
の
次
世
代
型
電
脳
病
院
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
は
そ

の
よ
う
な
新
し
い
病
院
の
中
枢
神
経

系
の
機
能
を
担
う
技
術
で
す
。
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
電

子
カ
ル
テ
技
術
を
活
用
し
、
患
者
様

の
診
療
に
係
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
と
と
も
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
入
力
、
保
存
・
分

析
・
参
照
し
、
蓄
積
さ
れ
た
疾
患
ご

と
の
標
準
診
療
デ
ー
タ
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
患
者
様
ご
と
に
最
適
な
診

療
を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

知
的
な
病
院
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

  

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル

は
知
的
創
造
に
満
ち
た
新
し
い
医
療

実
践
の
場 

　
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
構

想
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
医
療 

（
E
B
M
）の
実
践
や
効
率
的
な
医
療
提

供
体
制
の
確
立
、
診
療
成
果
を
最
大
化

す
る
た
め
の
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
の
整
備
と
そ
の
活
用
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
電
子
カ
ル
テ
を
用

い
て
す
べ
て
の
診
療
行
為
内
容
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
内
容
を
迅
速
に
検
索
・
閲
覧
・

評
価
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
環

境
を
構
築
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
岐
阜
大

学
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ

ル
そ
の
も
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
な
る
よ
う
、
電
子
カ
ル
テ
の

標
準
化
と
そ
の
普
及
を
念
頭
に
、
構
築

す
る
シ
ス
テ
ム
は
す
べ
て
I
S
O
規
格

や
J
I
S
規
格
、
業
界
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
用
語
・
コ

ー
ド
・
表
現
法
を
採
用
し
ま
す
。 

 

②
新
病
院
で
の
診
療
体
制
に
つ
い
て 

●
　
新
病
院
で
は
医
師
が
書
く
カ

ル
テ
と
看
護
師
が
作
成
す
る
看

護
記
録
を
電
子
カ
ル
テ
と
し
て

一
本
化
し
、
外
来
と
病
棟
で
同

じ
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
利

用
、
患
者
様
の
医
療
情
報
は
す

べ
て
診
療
情
報
セ
ン
タ
ー
で
電

子
的
に
一
元
管
理
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
大
学
病
院
の
医
療
職

員
全
員
が
院
内
の
至
る
所
に
配

置
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末

か
ら
、
患
者
様
一
人
一
人
に
つ

い
て
現
在
の
病
態
や
過
去
の
病

歴
等
を
充
分
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
、
従
来
以
上
に
質
が
高

く
、
き
め
細
や
か
な
診
療
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
患
者
様
に
一

度
お
聞
き
し
た
内
容
を
繰
り
返

し
聞
く
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な

り
ま
す
。
医
療
職
員
全
員
は

I
C
カ
ー
ド
を
保
持
し
て
お
り
、

I
C
カ
ー
ド
が
無
い
と
患
者
様

の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
患
者
様
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
完
全
に
保
護
さ
れ
ま
す
。 

●
　
入
院
患
者
様
に
は
入
院
時
に

ク
リ
ニ
カ
ル
・
パ
ス
と
称
す
る

診
療
計
画
表
に
基
づ
い
て
入
院

期
間
中
の
医
療
行
為
予
定
を
作

成
・
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
内
容
は
ベ
ッ

ド
の
横
に
置
か
れ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
端
末
か
ら
い
つ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
患

者
様
ご
自
身
で
診
療
内
容
を
ご

確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
診
療

の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
患
者

様
ご
自
身
が
大
学
病
院
の
診
療

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
形
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

●
　
診
療
行
為
内
容
を
す
べ
て
実

施
単
位
で
電
子
カ
ル
テ
に
記
録
、

保
管
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
患
者
様
に
提
供
し
た
診

療
情
報
を
い
つ
で
も
再
確
認
で

き
ま
す
し
、
そ
の
内
容
が
当
初

計
画
し
た
ク
リ
ニ
カ
ル
・
パ
ス

と
異
な
る
場
合
に
は
、
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
違
い
が
出
た
の
か
が

分
析
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
患
者
様
に
提
供
す
る

診
療
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
そ
の
質
を
常
に
高
め
る
た
め

の
努
力
を
し
、
同
時
に
提
供
し

た
診
療
内
容
に
応
じ
て
患
者
様

の
病
態
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
の
か
を
症
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
蓄
積
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
は
医
学
研
究
や
医
学
教

育
に
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

岐
阜
大
学
は
テ
ュ
ト
ー
リ
ア
ル

教
育
で
国
内
で
の
医
学
教
育
セ

ン
タ
ー
校
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
長
期
間
に
わ
た
る
診
療
情

報
の
蓄
積
・
活
用
は
必
須
の
も

の
な
の
で
す
。 

●
　
従
来
は
診
療
内
容
や
検
査
結

果
等
は
す
べ
て
紙
に
記
入
、
あ

る
い
は
印
刷
さ
れ
て
い
た
た
め
、

そ
の
内
容
を
有
効
活
用
す
る
に

は
多
大
な
労
力
を
要
し
ま
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
を
活
用
し
た
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
一
瞬
の

間
に
必
要
な
情
報
を
検
索
し
、

大
量
デ
ー
タ
を
高
速
に
処
理
し

て
く
れ
る
た
め
、
そ
の
活
用
は

い
っ
き
に
膨
ら
み
ま
す
。 

 

岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
夢 

　
岐
阜
大
学
の
新
し
い
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
大
き
な

夢
が
あ
り
ま
す
。 

　
日
常
臨
床
に
用
い
ら
れ
る
す
べ
て

の
医
療
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入

力
・
保
管
し
、
「
い
つ
で
も
」
・
「
ど

こ
か
ら
で
も
」
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
岐
阜
大
学

附
属
病
院
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
の
医

療
機
関
も
い
ま
同
様
の
試
み
を
し
て

い
ま
す
。
新
病
院
の
開
院
時
に
は
そ

の
よ
う
な
電
子
カ
ル
テ
を
運
用
し
て

い
る
診
療
所
や
病
院
と
患
者
様
の
診

療
情
報
を
交
換
あ
る
い
は
共
有
（
患

者
様
の
同
意

の
下
で
）
し

な
が
ら
、
診

療
を
進
め
よ

う
と
考
え
て

い
ま
す
。
一

部
の
医
療
機

関
と
は
、
電

子
カ
ル
テ
を

利
用
し
た
連

携
を
も
う
既

に
始
め
て
い

ま
す
。 

　
電
子
カ
ル

テ
は
患
者
様

の
診
療
を
地

域
の
医
療
機

関
が
協
力
し

な
が
ら
、
一

丸
と
な
っ
て

進
め
よ
う
と

す
る
壮
大
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
キ
ー
ワ

ー
ド
で
す
。

岐
阜
大
学
医

学
部
附
属
病

院
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ

タ
ル
構
想
は
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
心
的
な
役
割
を
積
極
的
に

担
う
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
岐
阜

大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
大
き
な
夢

に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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岐大のいぶき　89　岐大のいぶき

エッセー エッセー エッセー エッセー 

〈
物
語
〉
の
再
生
へ
の
祈
り 

                    

地
域
科
学
部
　 

林
　
正
子 

   

二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
と
き
、
既
に
日
本
人
学
生
の
九
割
近
く
が
、
森

　
外
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
近

代
作
家
の
双
璧
と
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
も
う
一
方
の
夏
目
漱
石
は
、
一

九
八
四
年
以
降
、
千
円
札
の
顔
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
さ
す
が
に
そ

の
肖
像
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
『
中
学
国
語
』 

の
教

科
書
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
た
　
外
も
漱
石
も
、
ゆ
と
り
教
育
、
実

践
型
教
育
の
名
の
も
と
に
、
今
春
に
は
跡
形
な
く
消
え
て
ゆ
く
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
や
が
て
作
家
の
名
も
顔
も
忘
れ
ら
れ
、
作
品
そ
の
も
の

も
読
ま
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

   

文
学
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
々
と
共
感
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
者

と
し
て
は
、
こ
の
現
象
が
と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
お
札
（
＝
お
金
）

に
で
も
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、
文
学
の
価
値
が
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
と
し

た
ら
、
異
郷
や
他
者
と
の
出
会
い
の
物
語
を
と
お
し
て
自
己
の
人
生
の

意
義
を
反
芻
す
る
と
い
う
〈
物
語
〉
の
命
脈
は
、
や
が
て
絶
た
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
代
の
大
勢
を
占
め
る
、

効
率
・
効
用
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
す
べ
て
を
同
じ
も
の
さ
し
で

計
る
一
元
的
な
価
値
観
も
、
こ
の
現
象
を
加
速
さ
せ
て
ゆ
く
の
で
は
な

い
か
と
、
不
安
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 
  

競
争
原
理
が
金
科
玉
条
で
あ
る
時
代
に
は
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

の
精
神
的
活
動
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
営
為
の
価
値
は
、
不
可
視
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
計
量
化
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
か
ぎ
り
な

く
あ
い
ま
い
で
、
二
義
的
な
も
の
と
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
け
れ
ど
も
、
生
存
の
た
め
に
パ
ン
が
不
可
欠

で
あ
る
よ
う
に
、
文
明
社
会
で
の
市
場
原
理
が

不
可
避
で
あ
る
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
完
成

を
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
、
自
分
自
身
を

主
人
公
と
す
る
一
大
長
編
の
〈
物

語
〉
の
創
造
が
、
個
々
人

の
人
生

に
と
っ
て

の
精
神
的
な
糧

と
し
て
、
方
法
と

し
て
、
目
的
と
し
て
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

幼
い
頃
に
出
会
っ
た
『
世
界
少
年
少
女
名

作
全
集
』 

の
一
巻
一
巻
は
、
国
も
生
い
立
ち
も

生
活
環
境
も
異
な
る
主
人
公
た
ち
へ
の
感
情
移
入
を
と

お
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
宿
命
の
ド
ラ
マ
を
生
き
る
体
験
を
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
悩
む
多
感
な
年
頃
に
は
、

否
定
的
な
自
己
認
識
が
、
時
に
、
肯
定
的
な
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
昇
華
さ

れ
る
と
い
う
逆
説
的
な
真
実
を
、
『
人
間
失
格
』 

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

綺
羅
星
の
ご
と
き
作
家
の
作
品
群
と
向
き
合
う
道
を
歩
み
始
め
て
か
ら
は
、

諸
々
の
困
難
や
矛
盾
に
満
ち
た
時
代
に
あ
っ
て
、
表
層
的
な
現
象
に
と
ら

わ
れ
ず
、
問
題
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

   

私
な
り
の
文
学
体
験
を
と
お
し
て
訴
え
た
い
こ
と
は
、
文
学
に
よ
っ
て

培
わ
れ
る
教
養
と
は
、
切
り
取
ら
れ
写
し
と
ら
れ
た
現
実
へ
の
即
効
的
な

対
応
力
や
、
一
過
性
の
娯
楽
情
報
を
獲
得
す
る
競
争
力
を
意
味
す
る
に
と

ど
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
生
ま
れ
、
生
き
て
、
死
ん
で
ゆ
く
、
か
け
が

え
の
な
い
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
が
、
自
分
の
来
し
方
を
問
い
、
在
り
方

を
考
え
、
自
己
を
究
め
る
と
と
も
に
他
者
を
想
い
や
る
、
自
己
練
磨
そ
の

も
の
の
営
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
脈
々
と
つ
づ
く
自
己
と
宇

宙
と
の
対
話
を
可
能
に
す
る
媒
体
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
時
代
の
腐
敗

を
突
く
文
明
批
評
を
実
現
す
る
精
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。 

   

自
己
の
人
生
の
意
義
へ
の
問
い
と
い
う
〈
物
語
〉
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、

そ
の
認
識
に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
ゆ
く
、
言
語
に
よ
る
芸
術
の
尊
重
と
い

う
〈
物
語
〉
が
、
再
生
さ
れ
つ
づ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

写真説明： 
虹は完成を目指して奮闘する人間を表すという。 
『イメージ・シンボル事典』（大修館書店）より 
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十
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世
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迎
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と
き
、
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近
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外
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顔
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い
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か
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こ
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で
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な
く
な
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近
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家
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双
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こ
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う
一
方
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九
八
四
年
以
降
、
千
円
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の
顔
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な
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い
る
た
め
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、
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す
が
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肖
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知
ら
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れ
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と
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と
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＝
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金
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意
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〈
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〉
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勢
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、
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率
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ロ
ー
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じ
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さ
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で

計
る
一
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的
な
価
値
観
も
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現
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加
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さ
せ
て
ゆ
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な

い
か
と
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思
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競
争
原
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玉
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代
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さ
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。
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し
ょ
う
か
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環
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な
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く
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。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
悩
む
多
感
な
年
頃
に
は
、

否
定
的
な
自
己
認
識
が
、
時
に
、
肯
定
的
な
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
昇
華
さ

れ
る
と
い
う
逆
説
的
な
真
実
を
、
『
人
間
失
格
』 

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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れ
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写真説明： 
虹は完成を目指して奮闘する人間を表すという。 
『イメージ・シンボル事典』（大修館書店）より 



カイル　ジョハニさん（中央） 

　高山遠隔教室での講義はテレビ会議システムを利用して
いるので、双方向の情報交換ができ、岐阜大学の教室で講
義を受講するのとあまり変わりません。ただ、資料を受け
取ったり、レポートを送るためにパソコンを活用すること
が不可欠なので、必修科目の中に情報教育に関する講義が
入っています。 
　今年度の大学院1年生は、8名中7名が現職教員です。内訳
は小学校3名中学校4名、教科は理科、数学、美術、英語な
どバラエティーに富んでいます。講義は6時からなので、5
時少し前に勤務が終わってから、食事もせずに、会場の高
山工業高校に集まってきます。中学校勤務の院生は、部活
や仕事を学校に残して出てこなければならず大変ですが、
ほとんど遅刻はしません。 
　年齢は30代後半から40代前半で、共通の悩みを持ってい
る場合が多く、休み時間に悩み事を話し合ったり、情報交
換を行ったりしており、院生同士の人間関係は良好です。
また、指導する立場から、授業を受ける立場になることで、
普段の自分の授業を振り返ることになったり、授業を受け
る生徒の気持ちになって考えたりすることがあります。 
　高山会場から授業を行う場合もあり、そのときは、都合
がつく院生で延長授業をお願いしています。 
　また、高山会場で受講している院生の中には、卒業後学
校心理士の資格を取得したいという希望を持っている者が
おり、そのために必要な単位を来年度からの遠隔授業で取
得できるようになり、喜んでいます。 
  最近は双方向のテレビ会議システムは注目されており、テ
レビ・新聞社の取材や他の大学からの視察などもあり、今
後ますます活用の幅が広がることが予想されます。 
 

教育学研究科学校教育専攻　小西清明 

　「応用化学実験」は応用精密化学科の3年次に1年
間開講される化学の基礎実験です。これは、通常、
学生2人1組で、実験書をはじめ関連する資料を参考
にし、担当教官と大学院生のティーチングアシスタ
ントの指導を受けて行います。私は、この科目を通
して、安全で正しい化学薬品の取扱い、基本的な実
験装置の組立てや使い方、物質の合成方法と分析、
未知物質の成分・構造の解析など、講義では習得で
きなかった多くのことを身につけることができました。 
「応用化学実験」では、詳しくは知らない薬品をこ
わごわと量り取ったり、反応中に事故が起こらない
かと心配したりするなど、講義中とは全く違った緊
張感を覚えました。実験がうまくいったときには、
うまく言い表せないほどの喜びや満足感も感じました。
また、有毒性や可燃性などを有する化学薬品を使用
することが多く、実験の目的や注意点などをよく理

解し、安全に気を配りながら進めました。一つ一つの
薬品の使用目的を意識し、どんな条件下でどのような
反応が起こるかについて、いつも考えながら取り組み
ました。私にとって、この応用化学実験の経験が、卒
業研究や大学院における研究実験にとても役にたって
います。 
　最近では、化学物質による環境汚染がときどき問題
になります。「応用化学実験」では、実験中にどのよ
うな生成物質や廃棄物が出るのか、それらの廃棄物を
どのようにして安全に処理できるかについても学びま
した。ときには、指導者の研究室の雰囲気もわかり、
研究室を選択するときに参考にもなりました。 
　この科目は化学を専攻する学生にとって最も重要で
あり、緊張し、集中力の必要な科目と言えるでしょう。 
　　　　　工学研究科応用精密化学専攻　　 

　　カイル　ジョハニ（マレーシア留学生） 
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夜間遠隔大学院で学問に接し、リフレッシュ！ 緊張と集中力で化学を学ぶ―「応用化学実験」 
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北
川
‥
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
昨
年
、

学
士
入
学
生
と
し
て
三
年
次
に

編
入
し
、
今
は
四
年
次
の
勉
強

を
し
て
い
る
三
人
の
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

遠
藤
‥
遠
藤
千
尋
で
す
。
帯
広
畜
産

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
前
の

大
学
で
は
野
生
動
物
管
理
学
研

究
室
に
所
属
し
て
、
コ
ウ
モ
リ

の
出
産
期
を
卒
論
に
し
ま
し
た
。

他
の
研
究
室
で
は
植
物
や
昆
虫
、

飼
料
作
物
、
農
業
機
械
、
土
壌

な
ど
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
 

柿
原
‥
柿
原
新
で
す
。
機
械
工
学
を

専
攻
し
て
、
約
九
年
メ
ー
カ
ー

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
 

北
川
‥
そ
れ
だ
け
？
！
（
笑
）
 

柿
原
‥
そ
れ
で
は
も
う
少
し
（
笑
）
。

同
志
社
大
学
工
学
部
機
械
工
学

科
を
卒
業
後
、
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ

ー
で
九
年
働
き
ま
し
た
。
三
年

ほ
ど
研
究
所
で
熱
・
流
体
力
学

を
使
っ
た
ガ
ラ
ス
生
産
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
生
産
設
備
の

改
善
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
工
場
に
移
り
生
産
設
備
の

整
備
と
管
理
が
仕
事
で
し
た
が
、

実
際
は
何
で
も
屋
で
、
気
が
付

け
ば
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
も
や
っ
て

い
ま
し
た
。
 

小
西
‥
小
西
規
子
で
す
。
私
が
獣
医

を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
動
物
介

在
活
動
で
し
た
。
こ
れ
は
人
の

福
祉
の
分
野
で
す
が
、
動
物
の

専
門
家
が
必
要
で
す
。
私
は
、

動
物
の
行
動
学
も
獣
医
学
も
勉

強
し
て
、
動
物
の
立
場
を
代
弁

で
き
る
存
在
と
し
て
人
の
福
祉

に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
 

北
川
‥
な
ぜ
獣
医
学
に
方
向
転
換
し

た
の
で
す
か
？
 

小
西
‥
私
は
私
大
の
英
文
科
を
出
て
、

運
送
会
社
で
輸
出
事
務
を
し
て

い
ま
し
た
。
獣
医
と
は
無
縁
だ

っ
た
の
で
す
が
、
祖
父
の
体
が

悪
く
な
り
、
そ
の
介
護
を
手
伝

う
う
ち
、
人
の
役
に
立
つ
と
い

う
こ
と
に
対
す
る
や
り
が
い
を

体
験
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
仕
事

で
も
人
の
役
に
立
つ
の
で
す
が
、

私
は
自
分
自
身
に
わ
か
り
や
す

い
形
で
や
り
た
い
と
願
い
ま
し

た
。
人
だ
け
で
は
な
く
、
生
き

も
の
す
べ
て
を
対
象
に
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

北
川
‥
岐
阜
大
学
で
の
勉
強
は
い
か

が
で
す
か
？
 

遠
藤
‥
岐
阜
に
来
て
か
ら
は
、
獣
医

師
に
な
る
と
い
う
明
確
な
目
的

が
あ
る
の
で
、
全
て
の
授
業
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
、

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
先
生
の

や
る
気
の
な
い
授
業
だ
と
、
不

安
と
不
満
が
あ
り
ま
す
。
最
近

は
小
動
物
が
多
い
の
に
、
家
畜

ば
か
り
の
教
科
書
や
授
業
だ
と

時
代
錯
誤
的
な
も
の
を
感
じ
ま

す
。
 

北
川
‥
そ
う
で
す
ね
。
社
会
の
要
求

に
対
す
る
大
学
の
対
応
が
遅
れ

て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。
学
生

か
ら
要
求
す
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
、
今
の
獣
医
学
科
の
状
況
で

は
、
教
え
る
側
、
特
に
臨
床
の

先
生
が
足
り
ま
せ
ん
。
何
と
か

し
な
い
と
い
け
な
い
状
態
で
す
。

柿
原
君
は
？
 

柿
原
‥
獣
医
学
科
で
は
、
学
生
と
教

官
の
関
係
が
密
な
事
に
驚
き
ま

し
た
。
学
生
数
が
少
な
い
こ
と

が
良
い
方
向
に
働
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
疑

問
に
思
っ
た
事
が
質
問
し
や
す

く
、
落
ち
こ
ぼ
れ
の
危
機
も
救

わ
れ
ま
し
た
。
 

北
川
‥
獣
医
学
科
で
は
、
低
学
年
で

は
解
剖
や
生
理
な
ど
の
基
礎
を

や
っ
て
、
伝
染
病
な
ど
を
や
り
、

最
後
に
臨
床
を
学
ん
で
い
く
方

式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
三
年
次

編
入
で
す
と
、
全
部
を
同
時
に

学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
 

柿
原
‥
入
学
当
初
は
、
授
業
で
解
ら

な
い
事
ば
か
り
で
焦
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
考
え
方
が
変

わ
り
ま
し
た
。
予
習
復
習
す
れ

ば
授
業
に
つ
い
て
い
け
ま
す
し
、

臨
床
や
応
用
科
目
の
後
に
基
礎

科
目
を
や
る
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ

ま
す
。
今
、
解
剖
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
昨
年
病
理
を
や
っ
た

の
で
、
自
分
で
確
認
し
た
い
点

を
頭
に
お
い
た
状
態
で
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
同
様
に
生
化

学
で
は
、
薬
理
や
内
科
の
疑
問

の
謎
解
き
を
や
っ
て
い
る
み
た

い
で
す
。
獣
医
は
全
科
目
を
ト

ー
タ
ル
で
考
え
る
の
で
、
履
修

の
順
番
は
重
要
で
な
い
か
も
。

で
も
基
礎
か
ら
臨
床
を
や
る
の

が
効
率
的
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
 

小
西
‥
私
は
、
入
学
す
る
前
は
、
卒

業
し
た
ら
開
業
し
て
、
近
所
の

飼
主
さ
ん
と
動
物
介
在
活
動
を

や
ろ
う
と
簡
単
に
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
甘
す
ぎ
た
よ
う

で
す
。
獣
医
学
は
あ
ま
り
に
も

奥
深
く
、
幅
広
く
、
日
々
進
歩

す
る
獣
医
療
の
発
展
に
つ
い
て

い
く
た
め
の
努
力
と
知
識
と
気

合
と
体
力
は
、
半
端
で
は
済
ま

な
い
と
い
う
現
実
を
こ
の
一
年

で
知
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
行

動
学
も
獣
医
学
も
と
い
う
考
え

は
ど
こ
へ
や
ら
。
で
き
な
い
こ

と
ば
か
り
で
不
安
の
雲
が
も
く

も
く
と
た
ち
こ
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
実
習
を
通
し
て
動
物

の
気
持
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
採
血
で
も
、

並
々
な
ら
ぬ
気
合
と
緊
張
を
持

っ
た
学
生
が
犬
の
前
に
立
ち
は

だ
か
り
、
嫌
が
る
犬
を
押
さ
え

つ
け
、
何
と
か
血
を
採
る
と
い

う
状
態
。
ど
ん
な
に
恐
ろ
し
い

思
い
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
「
実
験
犬
だ
か
ら
し
か
た

が
な
い
」
か
も
し
れ
な
い
で
す

が
「
実
験
犬
だ
か
ら
い
い
じ
ゃ

ん
」
に
は
し
た
く
な
い
で
す
。
 

北
川
‥
そ
う
で
す
ね
。
で
も
獣
医
師

で
あ
れ
ば
「
せ
め
て
採
血
く
ら

い
は
で
き
な
い
と
」
と
は
思
い

ま
せ
ん
か
。
卒
業
し
て
か
ら
患

者
さ
ん
で
練
習
す
る
の
は
問
題

で
す
の
で
、
犬
に
は
申
し
訳
な

い
で
す
が
、
学
生
の
時
に
練
習

し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
何
度
も
は
犬
も

迷
惑
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

少
な
い
回
数
で
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
。
 

小
西
‥
ハ
イ
、
そ
の
と
お
り
で
す
。

「
で
き
る
だ
け
少
な
い
回
数
で
」

と
い
う
の
は
、
ど
の
学
生
も
同

じ
思
い
で
す
。
早
く
上
達
し
た

い
思
い
は
一
緒
だ
と
思
う
ん
で

す
が
、
い
か
に
ス
ト
レ
ス
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
る
か
と
い
う

視
点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
現
実
は
う
ま
く
い
か

な
い
け
ど
。
 

北
川
‥
そ
れ
で
は
将
来
の
夢
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

遠
藤
‥
私
は
北
海
道
出
身
の
せ
い
か

自
然
や
動
物
に
興
味
が
あ
り
、

自
然
保
護
に
携
わ
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
命
を
救
う
時
と

死
を
選
択
す
る
時
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
単
な
る
愛
護
精
神
で

は
な
く
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
生
態
系
や
緑
を
次
世
代
に
残

し
、
人
と
の
関
係
を
円
滑
に
す

る
こ
と
に
獣
医
師
と
い
う
専
門

家
と
し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

小
西
‥
獣
医
学
の
勉
強
だ
け
で
も
お

ぼ
つ
か
な
い
自
分
で
は
あ
り
ま

す
が
（
笑
）
、
同
時
進
行
で
犬

と
の
接
し
方
も
勉
強
し
た
い
で

す
。
動
物
の
問
題
行
動
に
も
興

味
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
学
校
の

勉
強
と
は
番
外
編
で
す
が
、
動

物
の
行
動
で
悩
む
飼
主
さ
ん
と
、

飼
主
さ
ん
に
悩
む
動
物
を
助
け

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア

メ
リ
カ
に
は
ペ
ッ
ト
の
行
動
治

療
の
病
院
が
あ
る
と
聞
き
ま
す

し
、
頑
張
っ
て
勉
強
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

柿
原
‥
き
ゅ
う
舎
を
中
心
と
し
た
家

畜
の
生
活
の
場
を
、
家
畜
の
臨

床
・
生
理
を
理
解
し
て
い
る
獣

医
師
の
立
場
か
ら
改
善
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
家
畜
の
健

康
は
人
の
健
康
に
つ
な
が
る
の

で
、
公
衆
衛
生
の
知
識
が
生
き

ま
す
。
気
懸
り
な
の
は
日
本
で

は
畜
産
が
右
下
り
な
こ
と
で
す

が
、
確
固
と
し
た
考
え
を
持
て

ば
活
躍
の
場
は
あ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
外
国
に
も
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

前
に
語
学
を
何
と
か
し
な
け
れ

ば
で
す
（
笑
）
。
 

北
川
‥
獣
医
師
は
動
物
に
触
れ
る
の

が
仕
事
で
す
が
、
そ
の
向
こ
う

に
は
人
が
い
ま
す
の
で
、
動
物

と
人
と
の
関
係
は
重
要
で
す
ね
。

そ
れ
と
獣
医
師
の
社
会
分
担
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
ア
ニ
マ
ル

セ
ラ
ピ
ー
も
、
獣
医
師
の
仕
事

は
人
の
治
療
で
は
な
く
、
動
物

の
健
康
管
理
で
す
。
自
然
保
護

に
関
し
て
も
、
獣
医
師
と
し
て

の
仕
事
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
で
も
、
皆
さ
ん
が
今
す
る

こ
と
は
勉
強
で
す
。
や
り
た
か

っ
た
勉
強
が
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
、
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
、
場
所
を
変
え
て
二
次
会

に
し
ま
し
ょ
う
（
歓
声
）
。
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北
川
‥
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
昨
年
、

学
士
入
学
生
と
し
て
三
年
次
に

編
入
し
、
今
は
四
年
次
の
勉
強

を
し
て
い
る
三
人
の
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

遠
藤
‥
遠
藤
千
尋
で
す
。
帯
広
畜
産

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
前
の

大
学
で
は
野
生
動
物
管
理
学
研

究
室
に
所
属
し
て
、
コ
ウ
モ
リ

の
出
産
期
を
卒
論
に
し
ま
し
た
。

他
の
研
究
室
で
は
植
物
や
昆
虫
、

飼
料
作
物
、
農
業
機
械
、
土
壌

な
ど
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
 

柿
原
‥
柿
原
新
で
す
。
機
械
工
学
を

専
攻
し
て
、
約
九
年
メ
ー
カ
ー

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
 

北
川
‥
そ
れ
だ
け
？
！
（
笑
）
 

柿
原
‥
そ
れ
で
は
も
う
少
し
（
笑
）
。

同
志
社
大
学
工
学
部
機
械
工
学

科
を
卒
業
後
、
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ

ー
で
九
年
働
き
ま
し
た
。
三
年

ほ
ど
研
究
所
で
熱
・
流
体
力
学

を
使
っ
た
ガ
ラ
ス
生
産
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
生
産
設
備
の

改
善
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
工
場
に
移
り
生
産
設
備
の

整
備
と
管
理
が
仕
事
で
し
た
が
、

実
際
は
何
で
も
屋
で
、
気
が
付

け
ば
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
も
や
っ
て

い
ま
し
た
。
 

小
西
‥
小
西
規
子
で
す
。
私
が
獣
医

を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
動
物
介

在
活
動
で
し
た
。
こ
れ
は
人
の

福
祉
の
分
野
で
す
が
、
動
物
の

専
門
家
が
必
要
で
す
。
私
は
、

動
物
の
行
動
学
も
獣
医
学
も
勉

強
し
て
、
動
物
の
立
場
を
代
弁

で
き
る
存
在
と
し
て
人
の
福
祉

に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
 

北
川
‥
な
ぜ
獣
医
学
に
方
向
転
換
し

た
の
で
す
か
？
 

小
西
‥
私
は
私
大
の
英
文
科
を
出
て
、

運
送
会
社
で
輸
出
事
務
を
し
て

い
ま
し
た
。
獣
医
と
は
無
縁
だ

っ
た
の
で
す
が
、
祖
父
の
体
が

悪
く
な
り
、
そ
の
介
護
を
手
伝

う
う
ち
、
人
の
役
に
立
つ
と
い

う
こ
と
に
対
す
る
や
り
が
い
を

体
験
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
仕
事

で
も
人
の
役
に
立
つ
の
で
す
が
、

私
は
自
分
自
身
に
わ
か
り
や
す

い
形
で
や
り
た
い
と
願
い
ま
し

た
。
人
だ
け
で
は
な
く
、
生
き

も
の
す
べ
て
を
対
象
に
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

北
川
‥
岐
阜
大
学
で
の
勉
強
は
い
か

が
で
す
か
？
 

遠
藤
‥
岐
阜
に
来
て
か
ら
は
、
獣
医

師
に
な
る
と
い
う
明
確
な
目
的

が
あ
る
の
で
、
全
て
の
授
業
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
、

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
先
生
の

や
る
気
の
な
い
授
業
だ
と
、
不

安
と
不
満
が
あ
り
ま
す
。
最
近

は
小
動
物
が
多
い
の
に
、
家
畜

ば
か
り
の
教
科
書
や
授
業
だ
と

時
代
錯
誤
的
な
も
の
を
感
じ
ま

す
。
 

北
川
‥
そ
う
で
す
ね
。
社
会
の
要
求

に
対
す
る
大
学
の
対
応
が
遅
れ

て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。
学
生

か
ら
要
求
す
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
、
今
の
獣
医
学
科
の
状
況
で

は
、
教
え
る
側
、
特
に
臨
床
の

先
生
が
足
り
ま
せ
ん
。
何
と
か

し
な
い
と
い
け
な
い
状
態
で
す
。

柿
原
君
は
？
 

柿
原
‥
獣
医
学
科
で
は
、
学
生
と
教

官
の
関
係
が
密
な
事
に
驚
き
ま

し
た
。
学
生
数
が
少
な
い
こ
と

が
良
い
方
向
に
働
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
疑

問
に
思
っ
た
事
が
質
問
し
や
す

く
、
落
ち
こ
ぼ
れ
の
危
機
も
救

わ
れ
ま
し
た
。
 

北
川
‥
獣
医
学
科
で
は
、
低
学
年
で

は
解
剖
や
生
理
な
ど
の
基
礎
を

や
っ
て
、
伝
染
病
な
ど
を
や
り
、

最
後
に
臨
床
を
学
ん
で
い
く
方

式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
三
年
次

編
入
で
す
と
、
全
部
を
同
時
に

学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
 

柿
原
‥
入
学
当
初
は
、
授
業
で
解
ら

な
い
事
ば
か
り
で
焦
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
考
え
方
が
変

わ
り
ま
し
た
。
予
習
復
習
す
れ

ば
授
業
に
つ
い
て
い
け
ま
す
し
、

臨
床
や
応
用
科
目
の
後
に
基
礎

科
目
を
や
る
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ

ま
す
。
今
、
解
剖
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
昨
年
病
理
を
や
っ
た

の
で
、
自
分
で
確
認
し
た
い
点

を
頭
に
お
い
た
状
態
で
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
同
様
に
生
化

学
で
は
、
薬
理
や
内
科
の
疑
問

の
謎
解
き
を
や
っ
て
い
る
み
た

い
で
す
。
獣
医
は
全
科
目
を
ト

ー
タ
ル
で
考
え
る
の
で
、
履
修

の
順
番
は
重
要
で
な
い
か
も
。

で
も
基
礎
か
ら
臨
床
を
や
る
の

が
効
率
的
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
 

小
西
‥
私
は
、
入
学
す
る
前
は
、
卒

業
し
た
ら
開
業
し
て
、
近
所
の

飼
主
さ
ん
と
動
物
介
在
活
動
を

や
ろ
う
と
簡
単
に
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
甘
す
ぎ
た
よ
う

で
す
。
獣
医
学
は
あ
ま
り
に
も

奥
深
く
、
幅
広
く
、
日
々
進
歩

す
る
獣
医
療
の
発
展
に
つ
い
て

い
く
た
め
の
努
力
と
知
識
と
気

合
と
体
力
は
、
半
端
で
は
済
ま

な
い
と
い
う
現
実
を
こ
の
一
年

で
知
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
行

動
学
も
獣
医
学
も
と
い
う
考
え

は
ど
こ
へ
や
ら
。
で
き
な
い
こ

と
ば
か
り
で
不
安
の
雲
が
も
く

も
く
と
た
ち
こ
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
実
習
を
通
し
て
動
物

の
気
持
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
採
血
で
も
、

並
々
な
ら
ぬ
気
合
と
緊
張
を
持

っ
た
学
生
が
犬
の
前
に
立
ち
は

だ
か
り
、
嫌
が
る
犬
を
押
さ
え

つ
け
、
何
と
か
血
を
採
る
と
い

う
状
態
。
ど
ん
な
に
恐
ろ
し
い

思
い
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
「
実
験
犬
だ
か
ら
し
か
た

が
な
い
」
か
も
し
れ
な
い
で
す

が
「
実
験
犬
だ
か
ら
い
い
じ
ゃ

ん
」
に
は
し
た
く
な
い
で
す
。
 

北
川
‥
そ
う
で
す
ね
。
で
も
獣
医
師

で
あ
れ
ば
「
せ
め
て
採
血
く
ら

い
は
で
き
な
い
と
」
と
は
思
い

ま
せ
ん
か
。
卒
業
し
て
か
ら
患

者
さ
ん
で
練
習
す
る
の
は
問
題

で
す
の
で
、
犬
に
は
申
し
訳
な

い
で
す
が
、
学
生
の
時
に
練
習

し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
何
度
も
は
犬
も

迷
惑
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

少
な
い
回
数
で
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
。
 

小
西
‥
ハ
イ
、
そ
の
と
お
り
で
す
。

「
で
き
る
だ
け
少
な
い
回
数
で
」

と
い
う
の
は
、
ど
の
学
生
も
同

じ
思
い
で
す
。
早
く
上
達
し
た

い
思
い
は
一
緒
だ
と
思
う
ん
で

す
が
、
い
か
に
ス
ト
レ
ス
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
る
か
と
い
う

視
点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
現
実
は
う
ま
く
い
か

な
い
け
ど
。
 

北
川
‥
そ
れ
で
は
将
来
の
夢
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

遠
藤
‥
私
は
北
海
道
出
身
の
せ
い
か

自
然
や
動
物
に
興
味
が
あ
り
、

自
然
保
護
に
携
わ
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
命
を
救
う
時
と

死
を
選
択
す
る
時
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
単
な
る
愛
護
精
神
で

は
な
く
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
生
態
系
や
緑
を
次
世
代
に
残

し
、
人
と
の
関
係
を
円
滑
に
す

る
こ
と
に
獣
医
師
と
い
う
専
門

家
と
し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

小
西
‥
獣
医
学
の
勉
強
だ
け
で
も
お

ぼ
つ
か
な
い
自
分
で
は
あ
り
ま

す
が
（
笑
）
、
同
時
進
行
で
犬

と
の
接
し
方
も
勉
強
し
た
い
で

す
。
動
物
の
問
題
行
動
に
も
興

味
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
学
校
の

勉
強
と
は
番
外
編
で
す
が
、
動

物
の
行
動
で
悩
む
飼
主
さ
ん
と
、

飼
主
さ
ん
に
悩
む
動
物
を
助
け

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア

メ
リ
カ
に
は
ペ
ッ
ト
の
行
動
治

療
の
病
院
が
あ
る
と
聞
き
ま
す

し
、
頑
張
っ
て
勉
強
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

柿
原
‥
き
ゅ
う
舎
を
中
心
と
し
た
家

畜
の
生
活
の
場
を
、
家
畜
の
臨

床
・
生
理
を
理
解
し
て
い
る
獣

医
師
の
立
場
か
ら
改
善
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
家
畜
の
健

康
は
人
の
健
康
に
つ
な
が
る
の

で
、
公
衆
衛
生
の
知
識
が
生
き

ま
す
。
気
懸
り
な
の
は
日
本
で

は
畜
産
が
右
下
り
な
こ
と
で
す

が
、
確
固
と
し
た
考
え
を
持
て

ば
活
躍
の
場
は
あ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
外
国
に
も
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

前
に
語
学
を
何
と
か
し
な
け
れ

ば
で
す
（
笑
）
。
 

北
川
‥
獣
医
師
は
動
物
に
触
れ
る
の

が
仕
事
で
す
が
、
そ
の
向
こ
う

に
は
人
が
い
ま
す
の
で
、
動
物

と
人
と
の
関
係
は
重
要
で
す
ね
。

そ
れ
と
獣
医
師
の
社
会
分
担
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
ア
ニ
マ
ル

セ
ラ
ピ
ー
も
、
獣
医
師
の
仕
事

は
人
の
治
療
で
は
な
く
、
動
物

の
健
康
管
理
で
す
。
自
然
保
護

に
関
し
て
も
、
獣
医
師
と
し
て

の
仕
事
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
で
も
、
皆
さ
ん
が
今
す
る

こ
と
は
勉
強
で
す
。
や
り
た
か

っ
た
勉
強
が
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
、
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
、
場
所
を
変
え
て
二
次
会

に
し
ま
し
ょ
う
（
歓
声
）
。
 

 

人
生
み
つ
め
て
軌
道
修
正
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平成14年度岐阜大学公開講座  
岐阜大学で平成14年度に予定されている公開講座について紹介します。 
今年度も、一般の方・高校生等幅広い対象で開講しますので、お気軽にご参加ください。 
お問い合わせは担当部局へお願いします。 

表　　　　　紙：「風笛」と環水平アーク　「風笛」…岐阜大学の統合を記念して建てられたモニュメントで、柳戸キャンパスの中央広場にあります。 
 　　　　　　　　　　　　　  　　　　 環水平アーク…大気中に規則正しく浮かんだ氷の六角結晶がつくるめずらしい虹(2001.5.25 13:20) 
広報誌名の由来：「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹山と活動をもよおす気分・生気・活気を意味する息吹をかけており、岐阜大学の「いぶき」を感じてほしいという願いが込められています。 

講義をまじめに聴こう 
 岐阜大学副学長岐阜大学副学長（企画担当）企画担当）：後藤宗弘後藤宗弘  2  2  
地域地域と大学大学 
　臨床獣医学と社会をつなぐ農学部附属家畜病院  3   
話題話題の研究研究 
　ダイヤモンドを通して観る超高圧の世界 
 工学部工学部：清水宏晏清水宏晏、佐々木重雄木重雄、久米徹二久米徹二  4 

　インテリジェント・ホスピタル構想 
 岐阜大学医学部附属病院岐阜大学医学部附属病院：紀ノ定保臣定保臣  6  
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　　　　 地域科学部地域科学部：林　正子林　正子  8 
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 教育学研究科学校教育専攻教育学研究科学校教育専攻：小西清明小西清明 

　緊張と集中力で化学を学ぶ「応用化学実験」 
 工学研究科応用精密化学専攻工学研究科応用精密化学専攻：カイル ジョハニ  
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　人生みつめて軌道修正  
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　CAMPUS MAP CAMPUS MAP ～福利厚生施設等～～福利厚生施設等～  
平成平成1414年度岐阜大学公開講座年度岐阜大学公開講座 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1616

講義をまじめに聴こう 
 岐阜大学副学長（企画担当）：後藤宗弘  2  
地域と大学 
　臨床獣医学と社会をつなぐ農学部附属家畜病院  3   
話題の研究 
　ダイヤモンドを通して観る超高圧の世界 
 工学部：清水宏晏、佐々木重雄、久米徹二  4 

　インテリジェント・ホスピタル構想 
 岐阜大学医学部附属病院：紀ノ定保臣  6  
エッセー 
　〈物語〉の再生への祈り 
　　 地域科学部：林　正子  8 
授業風景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10 
　夜間遠隔大学院で学問に接し、リフレッシュ！ 
 教育学研究科学校教育専攻：小西清明 

　緊張と集中力で化学を学ぶ「応用化学実験」 
 工学研究科応用精密化学専攻：カイル ジョハニ  
座談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12 
　人生みつめて軌道修正  
キャンパスツアー（柳戸地区）　　　　　　　　　　　 14 
　CAMPUS MAP ～福利厚生施設等～  
平成14年度岐阜大学公開講座 　　　　　　　　　　　 16

　大学での研究と教育は、時代を先取りする精神に満ちている。
そんな大学のキャンパスにかかる虹を偶然見つけるとうれしく
なる。美しい虹を眺めていると、それが未来へのそして社会への

かけはしを象徴しているようで、元気づけられるような気がして
くるからだ。今回は、キャンパスにかかる七色の虹をモチーフに、
学問への愛着をエッセーにしていただいた。（川上） 

免許法認定公開講座 
言語発達心理学研究 

免許法認定公開講座 
社会科、地理歴史科・公民科教育特論 

免許法認定公開講座 
図画工作・美術科教育研究 

免許法認定公開講座 
英語教育特論 

免許法認定公開講座＊ 
教育情報論 

免許法認定公開講座 
国語科教育特論 

免許法認定公開講座 
運動学特論 

免許法認定公開講座 
数学教育情報論 

免許法認定公開講座＊ 
学校カウンセリング特論 

現職教員 
（3年以上の教職歴がある方） 

小・中学生 
（高校生・一般も可） 

市民一般 
10月19日（土）、26日（土） 
11月2日（土）、9日（土） 

8月25日（日） 

11月30日（土）、12月1日（日） 
7日（土）、8日（日） 

9月14日（土）、15日（日） 
21日（土）、22日（日） 

8月19日（月）～22日（木） 

8月5日（月）～8日（木） 

8月3日（土）、4日（日） 
17日（土）、18日（日） 

7月25日（木）～28日（日） 

7月13日（土）、14日（日） 
27日（土）、28日（日） 

教育学部 
058-293-2203

地域科学部 
058-293-3003

工学部 
058-293-2366

生涯学習教育研究センター 
058-293-2284

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

9,800円 

4,800円 

6,800円 

5,800円 

5,800円 

5,800円 

6月22日（土）、23日（日） 
29日（土）、30日（日） 

6月15日（土）、16日（日） 
22日（土）、23日（日） 

6月8日（土）、9日（日） 
22日（土）、23日（日） 

6月8日（土）、9日（日） 
22日（土）、23日（日） 

6月8日（土）、9日（日） 
15日（土）、16日（日） 

6月8日（土）、9日（日） 
15日（土）、16日（日） 

6月8日（土）、9日（日） 
15日（土）、16日（日） 

6月8日（土）、9日（日） 
15日（土）、16日（日） 

8月3日（土） 

8月24日（土） 

8月24日（土）、31日（土） 

高校生・市民一般 

高校生・市民一般 

市民一般 

免許法認定公開講座 
音楽教育学特論 

免許法認定公開講座＊ 
学校経営学特論 

免許法認定公開講座 
保健体育科教育特論 

免許法認定公開講座 
教材開発特論 

免許法認定公開講座 
家庭科教育情報論 

免許法認定公開講座 
理科教育特別研究 

望遠鏡を作って学ぶ星空の世界 

近代日本の人物像 

生命情報とその有効利用 

モノをつくる、みる、かがくする 

コンピュータによる 
デジタル作品制作教室 
＊印の講座は、通信ネットワークシステムを用いて本学会場と遠隔会場を結び、同時授業を行います。 

講　座　名 受講対象者 開　設　日 受講料 担当部局電話番号 
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